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公益社団法人

東京都医師会

平成28年熊本地震へのJMAT派遣

平成30年度救急の日シンポジウム大規模災害時における医療救護
平成30年9月12日 東京都医師会副会長 角田 徹
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公益社団法人

東京都医師会

活動期間：平成28年5月1日(前震後17日、本震後
15日)〜5月31日(前震後47日、本震後45日)
活動地域：阿蘇地域（阿蘇市、南阿蘇市）
基本活動単位：3泊4日
交通手段：空路(羽田ー熊本：日本航空)＋
陸路(熊本空港よりレンタカー)
宿泊：現地ホテル(継続契約)
指揮命令系統：阿蘇災害復興機構(Aso Disaster 
Recovery Organization:ADRO)の指揮下
活動内容：現場での医療活動ではなく、災害医療
から現地地域医療への引き継ぎのためのコー
ディネート(リエゾン)役、統括役

東京都医師会JMATの活動

公益社団法人

東京都医師会

公益社団法人

東京都医師会JMAT、医療救護班派遣状況

公益社団法人

東京都医師会派遣JMAT人員内容

公益社団法人

東京都医師会

５月７日(土)(前震後24日、本震後22日)曇羽田発10:00
＝熊本空港11:45~12:30＝(38km)＝阿蘇医療センター
(ADRO本部)13:45 14:00~14:30 JMAT多摩市チームから
申し送り 16:00~17:00スタッフミーテイング
18:30~19:30第22回ADRO連絡会議 19:30~20:00コアメ
ンバーミーテイング＝20:45 ホテル着

５月８日(日)雨ホテル発7:45＝(4km)＝ADRO本部8:00
8:30~8:45ミーテイング＝9:50~13:30看護師２名大津町
本田技研避難所にて情報収集と活動＝14:00神奈川
JMATチーム帰着 15:00静岡JMATチーム帰着 15:40 
ADRO出発＝(34km)＝16:40南阿蘇村白水庁舎~17:40 
SADRO全体会議＝18:30~19:30 第23回ADRO連絡会議
＝20:15ホテル着

具体的活動の概況①
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公益社団法人

東京都医師会

５月９日(月)(前震後26日、本震後24日)雨 ホテル発7:45
＝ADRO本部8:00 8:30~8:45ミーテイング＝9:30~13:30看
護師２名南阿蘇村にて情報収集＝12:00南阿蘇村白水
庁舎にて神奈川JMAT引継 18:30~19:00第24回ADRO連
絡会議＝19:00~20:10阿蘇郡市医師会臨時理事会＝
20:50ホテル着

５月１０日(火)雨ホテル発7:45＝ADRO本部8:00 8:30~40
ミーテイング＝9:00~9:30 看護師２名近隣老健施設(山梨
JMAT活動中)へ情報収集＝13:30 JMAT調布市チーム到
着、申し送り＝(30km)＝16:00 高森町の医師会長医院に
て意見交換16:20 出発＝ (35km)＝熊本空港17:45~20:20
＝羽田空港22:00

具体的活動の概況②

公益社団法人

東京都医師会

阿蘇医療センター(ADRO本部)と東京JMAT車

公益社団法人

東京都医師会

阿蘇災害復興機構(Aso Disaster Recovery Organization:ADRO)

公益社団法人

東京都医師会

①東京都医師会JMATチームの派遣期間は、平成28年5月1
日から5月31日までの1ヶ月間
②派遣人員は、医師11名、看護師15名、薬剤師8名、事務7
名、ロジスティック6名、その他職種9名の計56名
③求められた活動内容は、現場での医療活動ではなく
“コーディネート(リエゾン)”ないしは“統括”役
④課題としては、地域の情報把握の難しさ、指揮命令系統
の不確実さ、地域医療への引き継ぎ時の問題、などがあっ
た。

まとめ


